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４月２６日に地震発生を想定した避難訓練を行いました。緊急放送

を聞いたあと，速やかに校庭に避難し安全を確保しました。その後，

中学生は体育館へ，小学生は教室へ移動し，映像を視聴しながら「こ

んなとき，自分ならどういった行動 

を取るか」といったことを学びまし 

た。自分たちの身を守るために，普 

段から避難の方法を考えておくこと 

が大切ですね。 

今年度の「総合的な学習の時間」 

で，中学生が「ＳＤＧｓ」（持続 

可能な開発目標）について学んで 

います。１７日には，龍桜高校の 

先生をお招きし，「ＳＤＧｓ」の 

概要についてや，一人一人が自分なりの課題を解決していくことの大

切さについて学びました。環境問題や人権問題など多岐にわたる課題

がありますが，これからさらに深く学んで，自分なりのまとめや発表

ができるように学習を進めてまいります。生徒たちが生きる未来が，

人にも環境にも優しい持続可能なよりよい社会になることを願って

います。 

上場四校（木原小・川原小・平山小・塚脇小）の５・６年生が，熊

本県へ修学旅行に行きました。一日目 

は，熊本城を見学したり，美術館や博 

物館などを見学したりしました。 

城の石垣や木造建築の素晴らしい技 

術や力強さを，実際に見て学ぶことが 

できました。二日目は，グリーンランド 

に行きました。木原小５・６年生グルー 

プはよく協力して，計画どおりに乗り 

物や買い物を存分に楽しむことができ 

ました。 

１１日に，古川さん（古川事業所）にご協力いただき，サツマイモ

の苗植えを行いました。子どもたちに，苗の植え方を丁寧に教えて下

さり，準備していただいた畝に１本１本心を込めて植えることができ

ました。これからお世話もできるようにがんばってほしいです。 

１３日には，スケッチ大会に取り組みました。今年は，窪田さん（Ｐ

ＴＡ会長）の牛舎内で，牛や作業車の様子を描かせていただきました。

迫力ある牛の動きや，大きくて細かい作業車の様子を，小学生が一生

懸命観察しながら描きました。 

地域の方々 のご協力により，充実した教育活動に取り組むことが

できました。ありがとうございました。 

 

 

《６月の主な行事予定》 

 ２日（金） 一日遠足（小） 

 ５日（月）～１０日（土） いい歯にっこり木原っ子週間 

 ７日（水）～ ９日（金） 地区総体（卓球競技） 

１０日（土） 中学校弁論大会（小５・６年も参加） 

１２日（月）～１６日（金） 残食調査 

１３日（火） 地区総体（陸上競技），茶つみ体験１（小） 

１４日（水） 茶つみ体験２（小），プール掃除（小３～６，中） 

１６日（金） 高校説明会 

１９日（月） プール開き 

２０日（火） 保護者迎え（中） 

 第１回家庭学習強調週間（小）～２２日まで 

２１日（水）～２３日（金） １学期期末テスト（中） 

２４日（土） ＰＴＡ親睦ドッジビー大会  

２６日（月） 上場四校複式教育研究会（小学校４校時打切） 

２７日（火） 第２回ＰＴＡ総務委員会  

５月９日（火）～１２日（金）の春の交通安全立哨指導に，多くの保護

者の皆様にご協力いただき，ありがとうございました。おかげで児童生徒

の安心・安全を守るとともに明るい一日のスタートを迎えることができま

「 花と緑と珍客（！）と 」 

校長 今村 敏照  

５月に入ってからは朝夕の肌寒さはあるものの，ケヤキの新緑

やサツキの朱，色とりどりのアジサイなどが目にまぶしく初夏の

訪れを感じます。木原台地では新茶の摘み取りが進み，幼い頃に友

だちと“夏も近づく八十八夜･･･”と手遊び唄を楽しんだことを，

なつかしく思い出しました（現代っ子たちは知らない!?）。小学校

では森林事業所の古川さんのご厚意により，畑をお借りしてサツ

マイモの苗を植えました。校内の畑でも，ナス・トマト・パプリカ

など夏野菜の苗がスクスクと育っています。 

 その５月もいよいよ終わり，蒸し暑い梅雨とともに台風が近づ

いています。昨年度，大雨や台風の被害に悩まされた木原として

は，今年は何事もなく過ぎてほしいものです。 

 ところで先日，本校に思いがけない“来客”

がありました。１Ｆマルチメディア室の窓ガ

ラスにドンと音を立てぶつかったその客は，

全体に赤茶色，やや紫がかった美しい背中と

真っ赤で大きいクチバシが特徴的な体長 20 ㎝

位の鳥，“声はすれども姿を見せない幻の鳥”

として名高い「アカショウビン」でした。 

 アカショウビンはカワセミ科の夏鳥で，日本では南西諸島を中

心に全国に飛来しますが，渓流近くの山深い森林を好むため，人目

に触れる機会は多くありません。梅雨時が繁殖期と言われており，

はるか東南アジアから自然に恵まれた木原の森にやってきて，窓

ガラスに写る自分の姿を恋の相手と思いこんだのかもしれませ

ん。しばらく側溝の中でクラクラとしていましたが，やがて元気に

飛び立っていきました。今も時折，林の中から「キュロロロ･･」と

かわいい鳴き声が聞こえ，心を和ませてくれます。 

学校だより「木原ちゃん」５月号 

  
 

 

 

 


